
オ 教職課程の履修に関する注意事項について

(ア) 必要な単位の修得以外にもできるだけ幅広く履修して，教育実習において授業をするのに必要な，また教師

となるのに必要な力をつける。

(イ) 中学校・高等学校両方の免許を取得できる場合は，両方の免許を一緒に取得することが望ましい。

(ウ) 教育実習の受入れは，一般的に，大変厳しい。教育実習期間中に，民間企業，公務員などへの就職活動及び

面接試験等を理由とする実習の欠席・遅刻・早退などはできない。

(エ) 教育実習履修要件を満たしていても，受入校の事情によっては，教育実習ができないこともありうる。

(オ) 実習校への依頼などの手続は，必ず，大学が行う教育実習オリエンテーションなどでの指示によって行う。

(カ)「学生教育研究災害傷害保険」（学研災）及び「付帯賠償責任保険」（付帯賠責）に必ず加入しておく。教

育実習等に参加するために必要となる。

(キ) 本学が提供する教育ボランティア，学校参観などの学校体験活動に積極的に参加する。

(ク) 本学が実施する教員採用試験に関する情報の提供や対策講座を積極的に活用する。

(ケ) 教員採用試験は，臨時採用教員，非常勤講師などとして教職に就きながら再挑戦することもできる。

(コ) 教員免許更新制により１０年ごとの更新が必要となる。ただし，更新しなかった場合でも，一時的に効力が

停止されるだけで，必要な講習を受ければ効力は回復される。なお，原則として，更新時に正規教員又は非正

規教員であることが更新手続のための条件である。

(サ) 本学で取得できない免許（幼稚園，小学校など）あるいは在学中に取得できなかった教員免許は，大学での

科目等履修生としての履修及び大学通信教育での履修などによる単位の修得並びに文部科学省の教員資格認定

試験（幼稚園，小学校及び特別支援学校）での合格により取得が可能である。

カ 介護等体験について

中学校教員免許を取得する場合は「介護等体験」（２単位）が必修となる。３年次に，特別支援学校で２日間，

社会福祉施設で５日間の体験を行う。詳細については別途授業などで説明する。

キ 教育実習について

教員免許を取得する場合は「教育実習」（事前・事後の指導も含めて中学校免許は５単位，高等学校免許は３

単位，栄養教諭は２単位，養護教諭は５単位）が必修となる。４年次に１０日間又は１５日間（栄養教諭は５日

間，養護教諭は５日間及び３週間）の実習を行う。教育実習校への依頼等については，２年次以降に，別途オリ

エンテーションなどで説明する。

ク 履修カルテについて

教職実践演習を履修する前提として，自分のこれまでの教職課程の履修履歴を把握するための「履修カルテ」

を作成しなければならない。履修カルテは，「履修状況シート」と「自己評価シート」から成る。履修カルテの

作成方法，提出時期などは，別途授業などで説明する。

〈令和３年度入学生用〉

（ア）地域創生学部 

ａ 地域創生学科地域文化コース 

○ 本学の課程における教科及び教科の指導法に関する科目対応表

・中学校英語，高等学校英語

免許法施行規則に          E 
A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 

備 考
A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目

単
位
数 

配当
年次 

開講期
※ 

英語学 

○英語学
英語音声学
英語学研究
英文法

２ 
２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
３ 
３ 

後・前 
後・前 
前・前 
前・前 

英語文学 
○英語文学論

英米文学史論
英語文学論研究

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
３ 

後・後 
後・前 
後・前 

英語コミュニケーション 

英語表現論 
○英語コミュニケーション
メディア・イングリッシュ
英語表現論研究
ディベート・プレゼンテーション
上級英語総合(Cross-Cultural Studies)
上級英語総合（Seminer）
上級英語表現（Presentation Ⅰ）
上級英語表現（Presentation Ⅱ）

２ 
２ 
２
２ 
２ 
１ 
１ 
１ 
１ 

２ 
２ 
２ 
３ 
３ 
２ 
２ 
２ 
２ 

後・後 
後・後 
後・前
前・後 
後・前 
前・前 
後・前 
前・後 
後・後 

異文化理解 

英国社会文化論 
○米国社会文化論
英国社会文化論研究
米国社会文化論研究

２ 
２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
３ 
３ 

後・前 
後・後 
前・前 
前・後 

各教科の指導法（情報機器及び
教材の活用を含む。） 

〇英語科教育法Ⅰ 
〇英語科教育法Ⅱ 
〇英語科教育法Ⅲ 
〇英語科教育法Ⅳ 

２ 
２ 
２ 
２ 

２ 
３ 
３ 
３ 

後・後 
前・前 
前・後 
後・前 

※ 開講期欄の表記については，「前期」｢後期」・「前半」｢後半」を示す。以下同じ。（例：「前・後」＝前期後半＝第２クォーター）
※ 中学校免許では計２８単位以上を，高等学校免許では計２４単位以上を修得すること。

・中学校国語・高等学校国語

免許法施行規則に          E 

A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 

備 考
A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目

単

位

数 

配当

年次 
開講期 

国語学 

（音声言語及び文章表現に関す

るものを含む。） 

○日本語文化論(日本語学)

○日本語音声学

中日対照言語学

○日本語文化論研究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

後・前 

後・後 

後・前 

前・前 

国文学 

（国文学史を含む。） 

日本文化論 

○日本文学論（国文学）

○日本語表象論

日本文化論研究

日本文学論研究

日本語表象論研究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

後・後 

後・前 

後・後 

前・前 

前・後 

前・前 

漢文学 

○東アジア文学論（中国文学）

日中比較文学論

東アジア文学論研究

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

後・前 

後・後 

前・前 

書道（書写を中心とする。） ○書道・書写 ２ ２ 後・前 中学校教免のみ必修 

各教科の指導法（情報機器及び

教材の活用を含む。） 

〇国語科教育法Ⅰ 

〇国語科教育法Ⅱ 

〇国語科教育法Ⅲ 

〇国語科教育法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

後・後 

前・前 

前・後 

後・前 

※ 中学校免許では計２８単位以上を，高等学校免許では計２４単位以上を修得すること。

※ 書道（書写を中心とする。）は，中学一種のみ対象となる科目区分であり，書道・書写の単位は，中学一種では教科に関する科目の

必修単位となるが，高校一種では教科に関する科目の単位にも選択科目の単位にもならない。



○ 本学の課程における教育の基礎的理解に関する科目等対応表

免許法施行規則に定める科目区分 
左記に対応する 

開設授業科目 
備考 

科  目 各科目に含める必要事項 
授業科目 

○は教免必修科目

単位

数 

配当

年次 
開講期 

教育の基礎的理

解に関する科目 

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・前 

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・後 

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 ○教育心理学 ２ ２ 前・後 

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
○教育社会学 ２ ２ 前・前 

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前・前 

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対す

る理解
○特別支援教育 １ ３ 前・後 

道徳，総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導，教育相談

等に関する科目 

・道徳の理論及び指導法 ○道徳教育論 ２ ３ 前・前 中学校教免のみ対象

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導法 ２ ３ 前・後 

・特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ３ 前・後 

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後・前 

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
○生徒・進路指導論 ２ ２ 後・後 

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前 

教育実践に関する科目 

・教育実習 ○教育実習指導

○教育実習Ⅰ

○教育実習Ⅱ

１ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

前期 

前期 

前期 中学校教免のみ必修 

・教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４ 後期 

※ 教育実践に関する科目（教育実習指導，教育実習Ⅰ，教育実習Ⅱ，教職実践演習）には履修要件が定められている。要件について

は，１３免許等（２）教育職員免許エ（エ）を参照すること。

○ 本学の課程における大学が独自に設定する科目対応表

A免許法施行規則に          E 

A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 

備考 
A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 

配当 

年次 
開講期 

大学が独自に設定する科目 

○介護等体験

人権論

道徳教育論

２ 

２ 

２ 

３ 

2～4 

３ 

通年 

後・後 

前・前 

中学校教免のみ必修 

※ 道徳教育論は，高校一種についてのみ対象の授業科目となる。

○ 本学の課程における日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作の科目対応表

A免許法施行規則に          E 
A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 備 考 

A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 

配当 
年次 

開講期 

日本国憲法 ○日本国憲法 ２ 1～4 前・後 

体育 
○スポーツ実技Ⅰ

○保健体育理論

１ 

２ 

１ 

２ 

後期* 

後・後 

外国語コミュニケーション 
○英語総合Ⅰ

○英語総合Ⅱ

１ 

１ 

１ 

１ 

前期* 

後期* 

情報機器の操作 
○ICTリテラシーⅠ

○ICTリテラシーⅡ

１ 

１ 

１ 

１ 

前・前 

後・後 

* クラスにより開講時期は異なる。前期の場合は前半（第１クォーター）もしくは後半（第２クォーター）のいずれかで，後期の

場合は前半（第３クォーター）もしくは後半（第４クォーター）のいずれかで受講することになる。 

ｂ 地域創生学科健康科学コース

○ 本学の課程における栄養に係る教育に関する科目対応表

免許法施行規則に定める科目区分

左記に対応する開設授業科目

備 考授業科目

○印は教免必修科目

単位

数

配当

年次
開講期

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

・幼児，児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項

○ 学校栄養教育論Ⅰ ２ ３ 前・前

・食に関する指導の方法に関する事項 ○ 学校栄養教育論Ⅱ ２ ３ 後・前

○ 本学の課程における教育の基礎的理解等に関する科目対応表

・栄養

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する

開設授業科目
備考

科 目 各科目に含める必要事項
授業科目

○は教免必修科目

単位

数

配当

年次
開講期

教育の基礎的理

解に関する科目

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・前

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・後

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 ○教育心理学 ２ ２ 前・後

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
○教育社会学 ２ ２ 前・前

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前・前

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対す

る理解
○特別支援教育 １ ３ 前・後

道徳，総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導，教育相談

等に関する科目

・道徳の理論及び指導法 ○道徳教育論 ２ ３ 前・前

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導法 ２ ３ 前・後

・特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ３ 前・後

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後・前

・生徒指導の理論及び方法 ○生徒指導論 ２ ２ 後期

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前

教育実践に関する科目

・栄養教育実習 ○教育実習指導（栄養教諭）

○教育実習（栄養教諭）

１

１

４

４

前・前

前・前

・教職実践演習（栄養教諭） ○教職実践演習（栄養教諭） ２ ４ 後・前

※ 教育実践に関する科目（教育実習指導（栄養教諭），教育実習（栄養教諭），教職実践演習（栄養教諭））には履修要件が定めら

れている。要件については，１３免許等（２）教育職員免許エ（エ）を参照すること。

○ 本学の課程における日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作の科目対応表

・栄養

A免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E 備 考

A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数

配当
年次

開講期

日本国憲法 ○日本国憲法 ２ 1～4 前・後

体育
○健康スポーツ科学
○スポーツ科学実習

２
１

１
１

前・後
前・前

外国語コミュニケーション
○英語総合Ⅰ
○英語総合Ⅱ

１
１

１
１

前期* 
後期* 

情報機器の操作
○ICTリテラシーⅠ
○ICTリテラシーⅡ

１
１

１
１

前・前
後・後

* クラスにより開講時期は異なる。前期の場合は前半（第１クォーター）もしくは後半（第２クォーター）のいずれかで，後期の場合

は前半（第３クォーター）もしくは後半（第４クォーター）のいずれかで受講することになる。



○ 本学の課程における教育の基礎的理解に関する科目等対応表

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する

開設授業科目
備考

科 目 各科目に含める必要事項
授業科目

○は教免必修科目

単位

数

配当

年次
開講期

教育の基礎的理

解に関する科目

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・前

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・後

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 ○教育心理学 ２ ２ 前・後

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
○教育社会学 ２ ２ 前・前

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前・前

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対す

る理解
○特別支援教育 １ ３ 前・後

道徳，総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導，教育相談

等に関する科目

・道徳の理論及び指導法 ○道徳教育論 ２ ３ 前・前 中学校教免のみ対象

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導法 ２ ３ 前・後

・特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ３ 前・後

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後・前

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
○生徒・進路指導論 ２ ２ 後・後

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前

教育実践に関する科目

・教育実習 ○教育実習指導

○教育実習Ⅰ

○教育実習Ⅱ

１

２

２

４

４

４

前期

前期

前期 中学校教免のみ必修

・教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４ 後期

※ 教育実践に関する科目（教育実習指導，教育実習Ⅰ，教育実習Ⅱ，教職実践演習）には履修要件が定められている。要件について

は，１３免許等（２）教育職員免許エ（エ）を参照すること。

○ 本学の課程における大学が独自に設定する科目対応表

A免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E

備考
A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数

配当

年次
開講期

大学が独自に設定する科目

○介護等体験

人権論

道徳教育論

２

２

２

３

2～4 

３

通年

後・後

前・前

中学校教免のみ必修

※ 道徳教育論は，高校一種についてのみ対象の授業科目となる。

○ 本学の課程における日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作の科目対応表

A免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E 備 考

A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数

配当
年次

開講期

日本国憲法 ○日本国憲法 ２ 1～4 前・後

体育
○スポーツ実技Ⅰ

○保健体育理論

１

２

１

２

後期* 

後・後

外国語コミュニケーション
○英語総合Ⅰ

○英語総合Ⅱ

１

１

１

１

前期* 

後期*

情報機器の操作
○ICTリテラシーⅠ

○ICTリテラシーⅡ

１

１

１

１

前・前

後・後

* クラスにより開講時期は異なる。前期の場合は前半（第１クォーター）もしくは後半（第２クォーター）のいずれかで，後期の

場合は前半（第３クォーター）もしくは後半（第４クォーター）のいずれかで受講することになる。

ｂ 地域創生学科健康科学コース 

○ 本学の課程における栄養に係る教育に関する科目対応表

免許法施行規則に定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

備  考 授業科目 

○印は教免必修科目

単位

数 

配当

年次 
開講期 

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

・幼児，児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項

○ 学校栄養教育論Ⅰ ２ ３ 前・前 

・食に関する指導の方法に関する事項 ○ 学校栄養教育論Ⅱ ２ ３ 後・前 

○ 本学の課程における教育の基礎的理解等に関する科目対応表

・栄養

免許法施行規則に定める科目区分 
左記に対応する 

開設授業科目 
備考 

科  目 各科目に含める必要事項 
授業科目 

○は教免必修科目

単位

数 

配当

年次 
開講期 

教育の基礎的理

解に関する科目 

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・前 

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・後 

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 ○教育心理学 ２ ２ 前・後 

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
○教育社会学 ２ ２ 前・前 

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前・前 

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒に対す

る理解
○特別支援教育 １ ３ 前・後 

道徳，総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導，教育相談

等に関する科目 

・道徳の理論及び指導法 ○道徳教育論 ２ ３ 前・前 

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導法 ２ ３ 前・後 

・特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ３ 前・後 

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後・前 

・生徒指導の理論及び方法 ○生徒指導論 ２ ２ 後期 

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前 

教育実践に関する科目 

・栄養教育実習 ○教育実習指導（栄養教諭）

○教育実習（栄養教諭）

１ 

１ 

４ 

４ 

前・前 

前・前 

・教職実践演習（栄養教諭） ○教職実践演習（栄養教諭） ２ ４ 後・前 

※ 教育実践に関する科目（教育実習指導（栄養教諭），教育実習（栄養教諭），教職実践演習（栄養教諭））には履修要件が定めら

れている。要件については，１３免許等（２）教育職員免許エ（エ）を参照すること。

○ 本学の課程における日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作の科目対応表

・栄養

A免許法施行規則に          E 

A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 備 考 

A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 

配当 
年次 

開講期 

日本国憲法 ○日本国憲法 ２ 1～4 前・後 

体育 
○健康スポーツ科学
○スポーツ科学実習

２ 
１ 

１ 
１ 

前・後 
前・前 

外国語コミュニケーション 
○英語総合Ⅰ
○英語総合Ⅱ

１ 
１ 

１ 
１ 

前期* 
後期* 

情報機器の操作 
○ICTリテラシーⅠ
○ICTリテラシーⅡ

１ 
１ 

１ 
１ 

前・前 
後・後 

* クラスにより開講時期は異なる。前期の場合は前半（第１クォーター）もしくは後半（第２クォーター）のいずれかで，後期の場合

は前半（第３クォーター）もしくは後半（第４クォーター）のいずれかで受講することになる。



（イ）生物資源科学部 

○ 本学の課程における教科及び教科の指導法に関する科目対応表

ａ 地域資源開発学科 

・高等学校農業

A免許法施行規則に          E 

A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 

備   考 
A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期 

農業の関係科目 
資源植物学 

○基礎園芸学
植物発生制御学

○食品分析学Ⅰ

農業マーケティング論
○畜産学概論
○農業環境制御学

総合防除管理学
植物組織培養学
植物病理学

○蔬菜園芸学
○果樹園芸学
食品化学

発酵工学
食品リサイクル学

○食品加工学

機能性食品工学
○フードシステムマネジメント
アグリツーリズム論

２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

２ 
２ 
２ 

２ 

２ 
３ 
２ 

２ 
２ 
３ 

３ 
３ 
３ 

３ 
３ 
３ 

３ 
３ 
３ 

３ 
３ 
３ 

後期 

前・前 
前期 
前・後 

後・後 
後・前 
前・前 

前・前 
前・前 
前・前 

前・後 
前・後 
前・前 

後・前 
後・後 
前・後 

後・後 
前・後 
前・後 

職業指導 ○職業指導 ２ ２ 後期 

各教科の指導法 
（情報機器及び教材の活用を含む。） 

〇農業科教育法Ⅰ 

〇農業科教育法Ⅱ 

２ 

２ 
３ 
３ 

前期 
後期 

※ 計２４単位以上を修得すること。

ｂ 生命環境学科

・中学校理科

免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E

備 考
A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期

物理学
○物理学Ⅰ
○物理学Ⅱ

２
２

１
１

前・前
前・後

物理学実験（コンピュータ活用を含む。） ○物理学実験 １ ２ 前期

化学

○化学Ⅰ
○化学Ⅱ
基礎分析化学
無機化学
有機化学
生物化学
環境・無機分析化学

２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
２
２
２

前・前
前・後
後・前
後・後
前・前
前・前
後・後

化学実験（コンピュータ活用を含む。） ○化学実験(生命環境) ２ １ 通年

生物学

○生物学Ⅰ
○生物学Ⅱ
○生態学
植物生理学
遺伝学
生理学
免疫学
分子進化発生学
発生・生殖科学

２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
２
１
２
２
２
３

前・前
前・後
前・後
前・前
後・前
後・前
後・前
前・後
前・前

生物学実験（コンピュータ活用を含む。） ○生物学実験(生命環境) ２ １ 通年

地学 ○地学 ２ ２ 前・前

地学実験（コンピュータ活用を含む。） ○地学実験 １ ２ 通年

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

〇理科教育法Ⅰ
〇理科教育法Ⅱ
〇理科教育法Ⅲ
〇理科教育法Ⅳ

２
２
２
２

２
３
３
３

後期
前期
後期
後期

※ 計３０単位以上を修得すること。

・高等学校理科

免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E

備 考
A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期

物理学
○物理学Ⅰ
○物理学Ⅱ

２
２

１
１

前・前
前・後

化学

○化学Ⅰ
○化学Ⅱ
基礎分析化学
無機化学
有機化学
生物化学
環境・無機分析化学

２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
２
２
２

前・前
前・後
後・前
後・後
前・前
前・前
後・後

生物学

○生物学Ⅰ
○生物学Ⅱ
○生態学
植物生理学
遺伝学
生理学
免疫学
分子進化発生学
発生・生殖科学

２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
２
１
２
２
２
３

前・前
前・後
前・後
前・前
後・前
後・前
後・前
前・後
前・前

地学 ○地学 ２ ２ 前・前

「物理学実験
（コンピュータ活用を含む。），
化学実験
（コンピュータ活用を含む。），
生物学実験
（コンピュータ活用を含む。），
地学実験
（コンピュータ活用を含む。）」

物理学実験
○化学実験(生命環境) 
○生物学実験(生命環境) 
地学実験

１
２
２
１

２
１
１
２

前期
通年
通年
通年

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

〇理科教育法Ⅰ
〇理科教育法Ⅱ
〇理科教育法Ⅲ
〇理科教育法Ⅳ

２
２
２
２

２
３
３
３

後期
前期
後期
後期

※ 計２８単位以上を修得すること。



（イ）生物資源科学部

○ 本学の課程における教科及び教科の指導法に関する科目対応表

ａ 地域資源開発学科

・高等学校農業

A免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E

備 考
A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期

農業の関係科目
資源植物学

○基礎園芸学
植物発生制御学

○食品分析学Ⅰ

農業マーケティング論
○畜産学概論
○農業環境制御学

総合防除管理学
植物組織培養学
植物病理学

○蔬菜園芸学
○果樹園芸学
食品化学

発酵工学
食品リサイクル学

○食品加工学

機能性食品工学
○フードシステムマネジメント
アグリツーリズム論

２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２

２
３
２

２
２
３

３
３
３

３
３
３

３
３
３

３
３
３

後期

前・前
前期
前・後

後・後
後・前
前・前

前・前
前・前
前・前

前・後
前・後
前・前

後・前
後・後
前・後

後・後
前・後
前・後

職業指導 ○職業指導 ２ ２ 後期

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

〇農業科教育法Ⅰ

〇農業科教育法Ⅱ

２

２
３
３

前期
後期

※ 計２４単位以上を修得すること。

ｂ 生命環境学科 

・中学校理科

免許法施行規則に          E 
A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 
備   考 

A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期 

物理学 
○物理学Ⅰ
○物理学Ⅱ

２ 
２ 

１ 
１ 

前・前 
前・後 

物理学実験（コンピュータ活用を含む。） ○物理学実験 １ ２ 前期 

化学 

○化学Ⅰ
○化学Ⅱ
基礎分析化学
無機化学
有機化学
生物化学
環境・無機分析化学

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 

前・前 
前・後 
後・前 
後・後 
前・前 
前・前 
後・後 

化学実験（コンピュータ活用を含む。） ○化学実験(生命環境) ２ １ 通年 

生物学 

○生物学Ⅰ
○生物学Ⅱ
○生態学
植物生理学
遺伝学
生理学
免疫学
分子進化発生学
発生・生殖科学

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
２ 
２ 
２ 
３ 

前・前 
前・後 
前・後 
前・前 
後・前 
後・前 
後・前 
前・後 
前・前 

生物学実験（コンピュータ活用を含む。） ○生物学実験(生命環境) ２ １ 通年 

地学 ○地学 ２ ２ 前・前 

地学実験（コンピュータ活用を含む。） ○地学実験 １ ２ 通年 

各教科の指導法 
（情報機器及び教材の活用を含む。） 

〇理科教育法Ⅰ 
〇理科教育法Ⅱ 
〇理科教育法Ⅲ 
〇理科教育法Ⅳ 

２ 
２ 
２ 
２ 

２ 
３ 
３ 
３ 

後期 
前期 
後期 
後期 

※ 計３０単位以上を修得すること。

・高等学校理科

免許法施行規則に          E 
A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 
備  考 

A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期 

物理学 
○物理学Ⅰ
○物理学Ⅱ

２ 
２ 

１ 
１ 

前・前 
前・後 

化学 

○化学Ⅰ
○化学Ⅱ
基礎分析化学
無機化学
有機化学
生物化学
環境・無機分析化学

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
２ 
２ 

前・前 
前・後 
後・前 
後・後 
前・前 
前・前 
後・後 

生物学 

○生物学Ⅰ
○生物学Ⅱ
○生態学
植物生理学
遺伝学
生理学
免疫学
分子進化発生学
発生・生殖科学

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
２ 
２ 
２ 
３ 

前・前 
前・後 
前・後 
前・前 
後・前 
後・前 
後・前 
前・後 
前・前 

地学 ○地学 ２ ２ 前・前 

「物理学実験 
（コンピュータ活用を含む。）， 
化学実験 
（コンピュータ活用を含む。）， 
生物学実験 
（コンピュータ活用を含む。）， 
地学実験 
（コンピュータ活用を含む。）」 

物理学実験 
○化学実験(生命環境)
○生物学実験(生命環境)
地学実験

１ 
２ 
２ 
１ 

２ 
１ 
１ 
２ 

前期 
通年 
通年 
通年 

各教科の指導法 
（情報機器及び教材の活用を含む。） 

〇理科教育法Ⅰ 
〇理科教育法Ⅱ 
〇理科教育法Ⅲ 
〇理科教育法Ⅳ 

２ 
２ 
２ 
２ 

２ 
３ 
３ 
３ 

後期 
前期 
後期 
後期 

※ 計２８単位以上を修得すること。



○ 本学の課程における教育の基礎的理解等に関する科目対応表

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目 

備 考 

科  目 各科目に含める必要事項 
授業科目 

○は教免必修科目

単位

数 

配当

年次 
開講期 

教育の基礎的理

解に関する科目 

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー

ム学校運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・前 

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・後 

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の

過程
○教育心理学 ２ ２ 前・後 

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応を

含む。）

○教育社会学 ２ ２ 前・前 

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ

ム・マネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前期 

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒

に対する理解
○特別支援教育 １ ３ 前期 

道徳，総合的な

学習の時間等の

指 導 法 

及び生徒指導，

教 育 相 談 等 に 

関 す る 科 目 

・道徳の理論及び指導法 ○道徳教育論 ２ ３ 前期 中学校教免のみ対象

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導法 ２ ３ 前期 

・特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ３ 後期 

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後期 

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
○生徒・進路指導論 ２ ２ 後期 

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な

知識を含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前 

教 育 実 践 に 

関 す る 科 目 

・教育実習

○教育実習指導

○教育実習Ⅰ

○教育実習Ⅱ

１ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

通年 

通年 

通年 中学校教免のみ必修 

・教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４ 後期 

※ 教育実践に関する科目（教育実習指導，教育実習Ⅰ，教育実習Ⅱ，教職実践演習）には履修要件が定められている。要件について

は，１３ 取得できる免許等（５）教育職員免許エ（エ）を参照すること。

○ 本学の課程における大学が独自に設定する科目対応表

免許法施行規則に          E 

A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 

備   考 
A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期 

大学が独自に設定する科目 

○介護等体験

人権論

道徳教育論

２ 

２ 

２ 

３ 

2・3・4 

３ 

通年 

前・後 

前期 

中学校教免のみ必修 

※ 道徳教育論は，高校一種についてのみ対象の授業科目となる。

○ 本学の課程における日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作の科目対応表

A免許法施行規則に          E 
A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 備   考 

A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期 

日本国憲法 ○日本国憲法 ２ 1・2・3・4 前・後 

体育 
○スポーツ実技Ⅰ
○保健体育理論

１ 
２ 

１ 
２ 

前・前 
後・後 

外国語コミュニケーション 
○英語総合Ⅰ

○英語総合Ⅱ

１ 

１ 

１ 

１ 

前・前 

前・後 

情報機器の操作 
○ＩＣＴリテラシーⅠ
○ＩＣＴリテラシーⅡ

１ 
１ 

１ 
１ 

前・前 
後・後 

（ウ）保健福祉学部

ａ 保健福祉学科看護学コース

○ 本学の課程における養護に係る教育に関する科目対応表

・養護

A免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E

備 考
A授 業 科 目E

○印は教免必修科目

単
位
数

配当
年次

開講期
※

衛生学・公衆衛生学
（予防医学を含む。）

○公衆衛生学
○疫学
○医療安全学

１
２
１

２
２
２

前・前
後

後・前

学校保健 ○公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業・学校） ２ ３ 前
養護概説 ○養護概説 ２ １ 後

健康相談活動の理論・
健康相談活動の方法

○学校健康相談 ２ ２ 後

栄養学（食品学を含む。）
○臨床栄養学
○食と健康

１
２

１
1～4 

後・前
後・後

解剖学・生理学
○解剖学概論
○解剖学（看護特論）
○生理学概論

１
１
１

１
１
１

前・前
後・前
前・後

「微生物学、免疫学、
薬理概論」

○微生物と人間
○薬理学

１
１

１
２

後・前
前

精神保健
○メンタルヘルス看護論
○精神看護方法論

１
１

２
２

前・前
後・前

看護学（臨床実習及び
救急処置を含む。）

○看護学概論
○フィジカルアセスメント
○急性期看護論
○小児の健康と看護
○小児看護方法論
○基礎看護実習Ⅱ
○小児看護実践論
○小児看護実習

１
１
２
１
１
２
１
２

１
２
２
２
３
２
３
４

前・後
後・前
前・前
後・前
前・前
後・後
後・後
前

○ 本学の課程における教育の基礎的理解に関する科目等対応表

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する

開設授業科目
備考

科 目 各科目に含める必要事項
授業科目

○は教免必修科目

単位

数

配当

年次
開講期

教育の基礎的理

解に関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・前

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・後

・教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
○教育社会学 ２ ２ 前・前

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 ○教育心理学 ２ ２ 前・後

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対す

る理解
○特別支援教育 １ ２ 後

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前

道徳，総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導，教育相談

等に関する科目

・道徳、特別活動及び総合的な学習の時間に関する内

容

○道徳教育論

○総合的な学習の時間の指導法

○特別活動論

２

２

２

３

３

３

前・前

前

前

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後

・生徒指導の理論及び方法 ○生徒指導論 ２ ２ 後・前

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前

教育実践に関する科目

・養護実習 ○養護実習指導

○養護実習Ⅰ

○養護実習Ⅱ

１

１

３

４

４

４

前・前

前・後

後・前

・教職実践演習 ○教職実践演習（養護教諭） ２ ４ 後

※ 教育実践に関する科目（養護実習指導，養護実習Ⅰ，養護実習Ⅱ，教職実践演習（養護教諭））には履修要件が定められている。

要件については，１３免許等（２）教育職員免許エ（エ）を参照すること。



○ 本学の課程における教育の基礎的理解等に関する科目対応表

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

備 考

科 目 各科目に含める必要事項
授業科目

○は教免必修科目

単位

数

配当

年次
開講期

教育の基礎的理

解に関する科目

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー

ム学校運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・前

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・後

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の

過程
○教育心理学 ２ ２ 前・後

・教育に関する社会的，制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応を

含む。）

○教育社会学 ２ ２ 前・前

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ

ム・マネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前期

・特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒

に対する理解
○特別支援教育 １ ３ 前期

道徳，総合的な

学習の時間等の

指 導 法

及び生徒指導，

教 育 相 談 等 に

関 す る 科 目

・道徳の理論及び指導法 ○道徳教育論 ２ ３ 前期 中学校教免のみ対象

・総合的な学習の時間の指導法 ○総合的な学習の時間の指導法 ２ ３ 前期

・特別活動の指導法 ○特別活動論 ２ ３ 後期

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後期

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
○生徒・進路指導論 ２ ２ 後期

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な

知識を含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前

教 育 実 践 に

関 す る 科 目

・教育実習

○教育実習指導

○教育実習Ⅰ

○教育実習Ⅱ

１

２

２

４

４

４

通年

通年

通年 中学校教免のみ必修

・教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） ２ ４ 後期

※ 教育実践に関する科目（教育実習指導，教育実習Ⅰ，教育実習Ⅱ，教職実践演習）には履修要件が定められている。要件について

は，１３ 取得できる免許等（５）教育職員免許エ（エ）を参照すること。

○ 本学の課程における大学が独自に設定する科目対応表

免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E

備 考
A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期

大学が独自に設定する科目

○介護等体験

人権論

道徳教育論

２

２

２

３

2・3・4 

３

通年

前・後

前期

中学校教免のみ必修

※ 道徳教育論は，高校一種についてのみ対象の授業科目となる。

○ 本学の課程における日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作の科目対応表

A免許法施行規則にE

A定 め る 科 目 区 分E

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目E 備 考

A授 業 科 目E

○印は教免必修科目
単位数 配当年次 開講期

日本国憲法 ○日本国憲法 ２ 1・2・3・4 前・後

体育
○スポーツ実技Ⅰ
○保健体育理論

１
２

１
２

前・前
後・後

外国語コミュニケーション
○英語総合Ⅰ

○英語総合Ⅱ

１

１

１

１

前・前

前・後

情報機器の操作
○ＩＣＴリテラシーⅠ
○ＩＣＴリテラシーⅡ

１
１

１
１

前・前
後・後

（ウ）保健福祉学部 

ａ 保健福祉学科看護学コース 

○ 本学の課程における養護に係る教育に関する科目対応表

・養護

A免許法施行規則に          E 
A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 

備 考
A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目

単
位
数 

配当
年次 

開講期
※ 

衛生学・公衆衛生学 
（予防医学を含む。） 

○公衆衛生学
○疫学
○医療安全学

１ 
２ 
１ 

２ 
２ 
２ 

前・前 
後 

後・前 

学校保健 ○公衆衛生看護活動論Ⅱ（産業・学校） ２ ３ 前 
養護概説 ○養護概説 ２ １ 後 

健康相談活動の理論・ 
健康相談活動の方法 

○学校健康相談 ２ ２ 後 

栄養学（食品学を含む。） 
○臨床栄養学
○食と健康

１ 
２ 

１ 
1～4 

後・前 
後・後 

解剖学・生理学 
○解剖学概論
○解剖学（看護特論）
○生理学概論

１ 
１ 
１ 

１ 
１ 
１ 

前・前 
後・前 
前・後 

「微生物学、免疫学、 
薬理概論」 

○微生物と人間
○薬理学

１
１ 

１ 
２ 

後・前 
前 

精神保健 
○メンタルヘルス看護論
○精神看護方法論

１
１ 

２ 
２ 

前・前 
後・前 

看護学（臨床実習及び 
救急処置を含む。） 

○看護学概論
○フィジカルアセスメント
○急性期看護論
○小児の健康と看護
○小児看護方法論
○基礎看護実習Ⅱ
○小児看護実践論
○小児看護実習

１ 
１ 
２ 
１ 
１ 
２ 
１ 
２ 

１ 
２ 
２ 
２ 
３ 
２ 
３ 
４ 

前・後 
後・前 
前・前 
後・前 
前・前 
後・後 
後・後 
前 

○ 本学の課程における教育の基礎的理解に関する科目等対応表

免許法施行規則に定める科目区分 
左記に対応する 

開設授業科目 
備考 

科  目 各科目に含める必要事項 
授業科目 

○は教免必修科目

単位

数 

配当

年次 
開講期 

教育の基礎的理

解に関する科目 

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 ○教育学概論 ２ １ 後・前 

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

運営への対応を含む。）
○教職入門 ２ １ 後・後 

・教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
○教育社会学 ２ ２ 前・前 

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 ○教育心理学 ２ ２ 前・後 

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対す

る理解
○特別支援教育 １ ２ 後 

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
○教育課程論 ２ ２ 前 

道徳，総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導，教育相談

等に関する科目 

・道徳、特別活動及び総合的な学習の時間に関する内

容

○道徳教育論

○総合的な学習の時間の指導法

○特別活動論

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

前・前 

前 

前 

・教育の方法及び技術

（情報機器及び教材の活用を含む。）
○教育方法学 ２ ３ 後 

・生徒指導の理論及び方法 ○生徒指導論 ２ ２ 後・前 

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
○教育相談 ２ ３ 前・前 

教育実践に関する科目 

・養護実習 ○養護実習指導

○養護実習Ⅰ

○養護実習Ⅱ

１ 

１ 

３ 

４ 

４ 

４ 

前・前 

前・後 

後・前 

・教職実践演習 ○教職実践演習（養護教諭） ２ ４ 後 

※ 教育実践に関する科目（養護実習指導，養護実習Ⅰ，養護実習Ⅱ，教職実践演習（養護教諭））には履修要件が定められている。

要件については，１３免許等（２）教育職員免許エ（エ）を参照すること。



○ 本学の課程における大学が独自に設定する科目対応表

免許法施行規則に          E 

A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 

備考 
A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 

配当 

年次 
開講期 

大学が独自に設定する科目 

○地域看護学概論

○小児看護展開論

○小児科学

○災害看護論

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

２ 

３ 

後・前 

前・後 

後・前 

前・前 

○ 本学の課程における日本国憲法，体育，外国語コミュニケーション及び情報機器の操作の科目対応表

A免許法施行規則に          E 
A定 め る 科 目 区 分          E 

A左 記 に 対 応 す る 開 設 授 業 科 目                  E 備 考 

A授 業 科 目        E

○印は教免必修科目
単位数 

配当 
年次 

開講期 

日本国憲法 ○日本国憲法 ２ 1～4 後・前 

体育 
○スポーツ実技Ⅰ

○保健体育理論

１ 

２ 

１ 

２ 

前・前 

後・後 

外国語コミュニケーション 
○英語総合Ⅰ

○英語総合Ⅱ

１ 

１ 

１ 

１ 

前・前* 

前・後* 

情報機器の操作 
○ICTリテラシーⅠ

○統計入門

１ 

２ 

１ 

1～4 

前・前 

後・後 

* クラスにより開講時期は異なる。前期の場合は前半（第１クォーター）もしくは後半（第２クォーター）のいずれかで，後期の

場合は前半（第３クォーター）もしくは後半（第４クォーター）のいずれかで受講することになる。 

（３） 学芸員資格

地域創生学部地域創生学科・地域文化コース学生のみ

副専攻プログラム「学芸員養成プログラム」

課程表（◎はプログラム上の必修科目）

◎：プログラム上の必修科目

○：プログラム上の選択科目

※「必修」｢選択必修」｢選択」｢自由は教育課程表上での割当を示す。

育てたい人材

地域アイデンティティの核となる文化財に対する専門的な研究を進め，その保存・

継承・活用を担う博物館学芸員に必要とされる，知識・技能及びコミュニケーシ

ョン能力を身に付けた人。

認定要件
「博物館法施行規則」に基づく必修科目及び地域文化コースで定める必修・選択

必修科目を履修すること。

科目名 単位数 必修 選 択 必 修 選択 自由 備考

博物館概論 ２ ◎ 「
博
物
館
法
施
行
規
則
」
に
基
づ
く
必
修
科
目

生涯学習概論 ２ ◎

博物館経営論 ２ ◎

博物館資料論 ２ ◎

博物館展示論 ２ ◎

博物館資料保存論 ２ ◎

博物館教育論 ２ ◎

博物館情報・メディア論 ２ ◎

博物館実習 ３ ◎

教育学概論 ２ ◎

英米文化史論 ２ ○

８
単
位
以
上
選
択
必
修

宮島学 ２ ○

日本地域史論 ２ ○

日本文化史論 ２ ○

日本地域史論研究 ２ ○

日本文化史論研究 ２ ○

東アジア比較文化論 ２ ○

合 計 ３５ ０ ６ １０ １ ―




